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求められる人材とは

講師：中嶋嶺雄氏（国際教養大学理事長・学長）

グローバル人材の育成に大学の果たす役割は大きい。

しかし、日本の大学は十分な対応ができていないと中

嶋嶺雄氏は指摘する。他の大学にはないグローバル人

材の育成に取り組む国際教養大学。求められるグロー

バル人材とは、またその教育の在り方について語った。

グローバル人材への入り口となる

英語教育の晃直しを

1991年ごろからIT革命が進み、 世界

のグローパル化が進んだ。こうした中、

外国人と堂々と渡り合うためにはコミュ

ニケーション・ツールとしての英語が

欠かせなし、。しかし日本の現状を見る

と、 中学から大学まで10年間英語を学

習しているにもかかわらず、 仕事に英

語を使える人材は0.1 %しかいなし、。

英語教育が根本的に間違っているのだ。

語学教育はできるだけ幼児から始め

ることが重要だ。しかも中途半端な英

語教育ではなく、 例えば小学 1・2年は

特別活動で耳を慣れさせ、3・4年で国

際理解教育として行えば日本人として

のアイデンティティーも磨かれる。 そ

して、 ボキャブラリーを増やすことが

大事である。そうすればかなりの英語

力が身に付くはずだ。

国際教養大学では、TOEFLのJ点数で

能力別にクラス分けし、 全ての授業を

英語で行っている。そして500点、をク

リアしないと次の教義教育に上がれな

い。関学当初は入学者の平均が470点

だったが、 7年後の現在は520点、に上

がった。入学後 から約4カ月間で十分

国際問題が語れる くらいの英語力に

なっている。これは決して難しいこと

ではなし、。指導の仕方によるものだ。

そして、1年間の海外留学を全員に義

務付けてし喝。現在121 の世界のトップ

クラスの大学と提携し、 学生を交換留

学させている。通常、 日本の留学生は

大勢で留学するため、 周りは日本人ば

かりになりがちだ。しかし、 本学の場

合、 一人か二人で行くので葛藤も多い。

厳しい環境の中で、 単位を取らなけれ

ばなら ないが、 経験 するとキャパシ

ティーが大きくなる。ここで身に付け

た国際的 な視野とセンスはグローパル

人材としてとても大切なものだ。

グローバル人材には

教養教育も必要

留学後に、 進路についての考えが変

わる場合もあるので、 国際教養大学で

はその後の専攻も転換できるようにし

た。そもそも大学受験時に進路を決め

てしまうことが問題だ。専門は大学院

で身に付け、 大学では外国語のコミュ

ニケーション能力、 そして教養を身に

付けることがグローパル人材への入り

口となる。

本学では、 基盤教育として人口学や

環境科学など幅広い知識と教養を学び、

クローパル・ビジネス課程、 グローパ

ル・スタディズ課程では、 グローパル

経済や国際関係、 世界紛争についてま

で‘学ぶ。また、24時間365 日開館の図

館があるが、 活用の仕方もカリキュ
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ラムに組み込んでいる。これらの教養

を学ぶ中で、 公共精神や倫理、 人格を

養い、 グローパル人材へと成長してい

くのだ。

大学にとって一番重要なのは、 教養

教育である。しかし、 日本の大学は91

年の大学設置基準の大綱化、 そして大

学院の重点化により、 教養教育がほと

ん どなくなってしまった。それを何と

か取り戻そうというのが、 国際教養大

学を創った私の使命感でもある。

また、 就職活動については、 私は本

来なら卒業後にすべきだと思う。そし

て、30代の初めぐらいまでは大学院に

入ったり、 ボランティアなどの社会貢

献活動をしたりして、 それから職業選

択をしても遅くなし、。そうすれば、 自

分の責任で自分の将来を切り開いてい

くことカfできるだろう。

日本の役所でかつてエリー卜といわ

れた人材は、 もはや国際社会では通用

しなし、。日本の外交官が中国や他の国

の外交官に比べ、 劣っているという話

を聞く。例えば中国の外交官はロビー

活動がうまく、 戦略と戦術に長けてい

るが、 日本の外交官は霞が関の方ばか

り向いているからだ。さらに、 英語が

十分に話せないとの指摘もある。日本

は今、 人材養成の仕方を根本的に考え

直す必要に迫られている。日本がグロー

パル人材を養成することで、 世界を再び

リードしていくようになれたらと，思う。
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縦型の行政構造にとらわれない

柔軟な震災復旧政策を

3月11 日、16時5分の写真がある。j黍

波が海岸から壁のように立ち上がって

水田地帯を襲っている。 私は、災害対

策本部で、 津波にのみこまれていく家々

の映像を信じられない思いで 、 なすす

べもなく見ていた。

仙台市での死者数は704 人（行方不

明者26人）で、 ほとんどが津波による

死であった。 報道は、 死者の総数や民

宿の屋根に船が乗り上げているような

場面、 また、 町役場の職員がマイクを

握ったまま殉職したといったエピソー

ド等を個別に報じていたが、 それは自

治体として見た客観的な被害の度合い

とは必ずしも一致しなし、。 自治体では、

人口全体に対する死者の数の割合が復

旧・復興を考える上で重要な要素となる。

仙台市の人口全体に対する死者・行

方不明者数の割合は0.07 %であったの

に対し、 石巻市はその30倍の2.41 %、

最も高いのは女川町の9.75 %で、 実に

10 人に一人が亡くなっている。 これが

I也！�にとってどれほどのダメージかは

ごE里角干し、ただけるだろう。 マスコミの

取り上げ方によって客観的な被害の大

小とは別に、 義援金の集まり方に差が、

あったということも今回の教訓の一つ

だと思、っている。
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東日本大震災、災厄からの復興

講師：奥山恵美子氏（仙台市長）

東日本大震災では、東北最大の都市でもある杜の都・仙

台市も甚大な被害を受けた。政令指定都市として東北

復興における大きな役割を期待される岡市は、震災を

どのように乗り越えようとしているのか。その最前線

に立つ奥山恵美子仙台市長が語った。

復 旧・復興活動では、 さまざまな課

題に直面した。 被災直後においては、

われわれの想定不足によっていくつか

の混乱が生じた。 仙台市内には194カ

所の指定避難場所を設けていたが、仙

台駅周辺等の避難所には地元住民以外

の被災者も多数殺到し、 混乱を招いた。

また、 食料備蓄についても、約7万人

に3 日間支給できる約60万食を備えて

いたが、 実際の避難者数は10万人を超

えて、 備蓄はすぐに底を突いた。 さら

に非常用電源に用いる燃料については、

必要な4 種類の油脂（A重 油、 軽油、 灯

油、 ガソリン）がバラバラに保管されて

いたため、 調達に苦心した。 想像力を

活かしたりアリティのある想定と備蓄

がいかに重要かを痛感した。

復興を目指す上での一番大きな課題

は、 海岸地域で住まいも生業も一瞬に

して失ってしまった方々のための新し

いまちづくりと暮らしの再建である。 さ

らに成長力のある新しい農業モデルの

構築、 観光や人的交流の回復に取り組

んでいかなければならなし、。 住居の確保

では、 固による民間賃貸住宅の借り上げ

制度がスター卜したことにより、10月現

在、 プレハブ仮設住宅への移住はわずか

1,500 世帯で、 国費による借り上げ住宅

に約8,000 世帯が移り住んでいる。

空き地が少なくプ レハブ仮設住宅を

新築できない他の大都市でも、 大規模

災害が発生した際には大いに活用され

るべき制度だ。

大都市の被災と復興の

世界的なモデルケースtむ
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今回の震災のように被害 範に及

ぶと、国が‘拠出した資金を 県がマ

世来までの利子補給や利子生除

力

に

、

加え、

仮設事業所の貸し出しなど、 なり踏

み込んだ内容となった。

東部地域の保全林の橿
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市街地の

再建、 内陸部への居住地 など、復

興 はこれからが本番だ。 万人が住

む大都市の被災と復興におし

む

1て、 仙台

市は世界的なモデルケース なるはず

である。 外部からの検証、 司案も積極

的に取り入れ、 後世の教訓｜と！なるよう

なものにしていきたし、
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「ボランテイア活動に思う」

東日本大民主災において、 全医｜から多くのボランティアが被災地に駆け付

け、 彼旧・復興のために活躍する姿が印象的だ、った。 1995年の阪神・淡路

大i兵災での被災地支銀をきっかけに、 わが国におけるボランティア活動は、

かつての 「 自己犠牲による奉仕」といったイメージから、「自己実現を可能に

する活動」といった、 より積極的なイメージに変化してきたように感じる。

当社でも、 ボランティア活動を社会貢献活動の中核に位置付けており、

多くの社只が被災地での震災復興支援をはじめ、 国内外のさまざまな場で

ボランティア活動に参加している。 私も今年の9月に、 約20名のボランティ

ア社民と共に中国吉林省長春市の小学校を訪問し、 段村から都市に出稼ぎ

に行く「l.:!l民工」の子どもたちへの支援を行ってきた。

「農民工」の子どもたちは、 教育機会の確保や、 親と離れて暮らすことに

よる心理的なli�斡など、 さまざまな問題を抱えている。 訪問3年目になる

今年は、 長春市郊外の15の小学校に、「七彩小屋（虹色の部屋）」と名付け

たスペースを設的し、 学習用具や卓球台、 パソコンなどを贈り、 子どもた

ちが自由に使えるようにした。 パソコンのテレビ電話機能により、 都市に

いる親と話ができるというわけである。 訪問先の小学校で、は、 子どもたち
は書みえ

が関絵の腕前を披露し、 漢詩を見事にそらんじてくれた。 私たちは、 日本

から持ち寄った風船や折り紙、 社員がハンカチで手作りしたポーチをプレ

ゼントするなど、 交流を行った。

日中｜削にはさまざまな課題があるが、 こうした草の根の交流によって相

互理解が促進されることを願っている。 なお、 昨年交流した貴州省の小学

生たちは、 m1::1本大IU災の発生を聞いて、「3・11」の形にロウソクをとも

して祈りをささげ、 お見舞いのメッセージカードを届けてくれたc

わが国のボランティア活動を、 今後さらに身近で等身大の存在にするに

は、 若い世代を中心にボランティア活動に参加しやすい環境を一層整備し

ていくことが必要である。 例えば、 大学入学前もしくは卒業後の一定期間

を悶内外でボランティア活動等を行って過ごすことのでき る英国等の

「Gap Year」導入の検討や、 企業における「ボランティア休暇Jを取得し

やすい関境づくりなどが考えられる。 大学や企業においてもさまざまな工

夫によってボランティア活動を支えていく必要があるのではないかと思う。




